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象徴としての天皇──明治憲法下での議論










































1　 ドイツのボン基本法第 22 条「連邦国旗は、黒・赤・金である」。
2　 1978 年のスペイン憲法第 56 条「国王は……国の統一および永続性の象徴である」。
3　 佐藤幸治『日本国憲法論』成文堂、2011 年、507 頁。
4　 Article I.  The Emperor shall be the symbol of the State and of the Unity of the People, deriving his 






































“ 歴史的事実 ” の確認に留めるべきだとされる。「万世一系」のような「唯タ漠然タル文字
5　 起草地である神奈川県の孤島の名を取ってそのように言う。






















































































11　 エルンスト・H. カントーロヴィチ（小林公訳）『王の二つの身体』上、ちくま学芸文庫、2003 年、
213―14 頁。
12　 瀧井一博編『伊藤博文演説集』講談社学術文庫、2011 年、169 頁。



































おいてそのような主権者たりうるということなのではないか（Rex infra et supra legem
「法の下にあると同時に上にある王」）。くだんの演説において、伊藤が欧州のキリスト教に
該当する人心帰一の機軸
































































































権的要素すら付与され（“ 文学 ” 的第 1 条！）、万能的主権者性が高唱されて広範な天皇大
権が定められる（第 5 条～第 16 条）。
　注目に値するのが、このような専制主義的このうえないように見受けられる憲法が、制




























































　9 月 8 日、戦争の最高司令部たる大本営を広島に移すこととされ、13 日、天皇は皇居を
出発して同地へ向かった。沿道や立ち寄った地で歓呼する民衆が迎えるなか、15 日、厳
21　 1889 年 3 月 1 日付シュタイン宛伊藤書簡、Japanischer Nachlaß Lorenz von Steins, Landesbibiliothek 
Kiel, 4. 2: 04. 21―8。
22　 国家的表象としての天皇が行った儀礼外交の例としては、大津事件の際の天皇の皇太子ニコライやロ
シア皇帝への主体的な慰問外交が挙げられる。

























































　東京に環幸する前、睦仁は京都に滞在した。1895 年 4 月に下関条約が調印されたのを
受けて、大本営は広島から京の地に移され、睦仁も行幸したのである。この “ 里帰り ” を
睦仁は心から喜んだ。御所の隅々を愛で、二条離宮の楼上からの眺望を楽しみ、先帝たち
の陵に詣でた。京都滞在は 1 カ月に及んだ。5 月 27 日に東京への “ 凱旋 ” が決定された後
も、睦仁はその地を去るに忍び難く、「征清大総督以下出征軍の凱旋計画未だ確立せざる
に先だちて還幸せんこと然るべからず」と抵抗した
30
。それは、立憲君主としての役割を
弁え、それに徹底して同化することを本分とした人が、束の間見せた真情だったのだろう
か。王の二つの身体を誰よりも心得、時に自らの意思を押し殺しながら明治憲法下でのそ
の確立に精魂傾けていたのは、明治天皇その人だったと言える。
29　前掲『明治天皇紀』、608―09 頁。
30　『明治天皇紀』825 頁。
